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２．調査地の選定及び調査方法
（１）調査地の選定
　本研究では、川口市内の小学校で敷地内に
飼育小屋（図１）を有し、アンケート等の調
査協力が得られることを条件として検索した。
その結果、調査協力の得られた川口市立Ｈ小
学校を調査地とした。
（２）調査方法
①ヒアリング調査
　学校の飼育活動としてどのような取り組み
を行っているのかを明らかにするため、学校
長にヒアリングを行った。調査内容は、「学校
としての飼育小屋を使った取り組み」、「管理・
１．はじめに
　生活環境や社会環境の変化の影響等により、
近年子どもたちが動物と触れ合える機会が
減ってきている。以前は飼育をする家庭が多
くあったが、今は集合住宅の増加等の住宅問
題や、親の共働きなどの社会的な理由で飼う
ことが困難な家庭が増えたためである１）。一
方、子どもたちが動物に触れ合うことのでき
る貴重な場が学校であり、動物とのふれ合い
を通してこそ育つ教育効果があるとの報告が
ある２）。したがって生活や理科等の授業を通
じて動物と触れ合うことができる機会を持つ
ことは動物に対する知識の向上に加え情操教
育の面においても重要であると考えられる。
しかし、飼育小屋のある小学校は年々減少し
てきており３）、動物と関わることができる場
や機会が減っている。
　本研究では、飼育小屋を有する小学校にお
いて教員及び児童の飼育小屋に対する意識、
授業での活用や維持管理など日常的な係わり
を調査し、主として理科の授業における飼育
小屋活用の可能性を探るための基礎資料を得
ることを目的とした。
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図１　Ｈ小学校の飼育小屋
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低学年の生活科の授業においてウサギに触れ
たり、動きを観察したりしている。また、理
科の授業では、飼育小屋に行き動物たちに触
れ、体温を感じ取れるようにしている。その
他、飼育委員会では、児童が動物たちと触れ
合いながら餌や水やり、掃除などの世話をし
たり、委員以外の児童への飼育小屋内の動物
への接し方の呼びかけを行ったりしている
（図２）。
②夏休み中の飼育小屋の管理
　飼育委員会の主な活動として、休み時間に
ウサギの餌、水やり、掃除がある。夏休み中
の飼育小屋の動物の世話は、飼育委員が当番
制で学校に来て、餌や水やり、掃除をしてい
る。その際の指導は日直の教師が見るように
しており、児童の活動を重視するとともに、
委員会担当の教師だけの負担にならないよう
にしている。
③維持・管理
　動物の種類によっては繁殖能力が高いもの
もいるため増えすぎないようにしている。ま
た、動物が可哀想な思いをしている様子を子
どもたちに見せることは好ましくないと考え、
餌を与える頻度に気をつけている。さらに、
飼育小屋内の土に餌や糞が混ざりすぎると衛
生的に良くないと考え、床面がコンクリート
になっている。そのため子どもたちは掃除が
しやすく衛生面は良くなった。なお、冬場は
コンクリートが冷えるため、床に布を敷くと
いった工夫をしている。
④学校長の考える飼育効果
　飼育小屋でウサギなどの動物に触れ合い、
生き物を大切に思うことで思いやりの気持ち
や命のありがたみを感じてほしいと考えてい
る。そして、実体験をすることで児童の心の
教育にも繋がると考えており、小学校の飼育
維持するうえで注意していること」、「夏休み
中の飼育小屋の動物の世話」、「飼育経験が子
どもにもたらす影響」の４項目とした。
②教員へのアンケート調査
　教員18名を対象に、飼育小屋を利用した教
育についてアンケート調査を行った。アン
ケートは、「飼育小屋を用いた教育の必要性や
関心」、「飼育小屋の利用経験や教育効果」な
どについてたずねた。
③アンケート調査
　飼育小屋に対する児童の意識と係わりを調
べるため、４～６年生の児童を対象にアン
ケート調査を行った。４～６年生を選んだ理
由としては、小学校での生活が長く、飼育小
屋の利用回数が多いのではないかと考えたた
めである。対象児童は216名（４年生135名、
５年生113名、６年生111名）であり、アンケー
トの内容は、「飼育小屋を用いた授業の取り組
み」や「飼育小屋に対するイメージ」など数
項目について行った。
３．結果及び考察
（１）ヒアリング調査
①飼育小屋の活用
　授業の中での主な飼育小屋の活用として、
図２　動物への接し方の呼びかけ
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小屋での飼育動物との直接的なふれあい体験
は子どもの動物愛護意識の向上につながると
ともに、児童の思いやりの心の育成に寄与す
るものと考えていることが窺えた。
（２）教員へのアンケート調査
①飼育小屋の必要性と関心
　「授業や学級経営の中で、飼育小屋を利用
した教育の必要性」について、「ある」、「多少
ある」、「どちらとも言えない」、「あまりない」、
「ない」から１つ回答を求めた。その結果、「あ
る」４人（22.2％）、「多少ある」６人（33.3％）
で、合わせて10人（55.5％）であった。一方、「飼
育小屋を使用した教育への関心」が「ある」
３人（16.6％）、「多少ある」６人（33.3％）で、
合わせて９人（50.0％）であった。このこと
から、飼育小屋を利用した教育の必要性を感
じ、関心を持っている教員は半数程度にとど
まっていることがわかった（表１）。
②飼育小屋の利用
　「飼育小屋を利した教育を行った」経験に
ついて、「ある」、「どちらとも言えない」「ない」
表１　飼育小屋の必要性・関心
表２　飼育小屋の活用
飼育小屋の必要性・関心
回答数（％）
ある 多少ある その他a
授業や学級経営の中で飼育小屋を利用した
教育の必要性
4（22.2） 6（33.3） 8（44.4）
飼育小屋を使用した教育への関心 3（16.7） 6（33.3） 9（50.0）
ａ：「どちらともいえない」「あまりない」「ない」の計
飼育小屋の活用
回答数（％）
ある
どちらとも
言えない
ない
飼育小屋を実際に利用して教育を行った 13（72.2） 1（5.6） 5（27.8）
表３　具体的に実践した授業
表４　飼育小屋を利用した教育効果
実践した授業 回答数（％）
生活 7（38.9）
国語 2（11.1）
理科 2（11.1）
図画工作 1    （5.6）
教育効果 回答数（％）
動物を大切に思うようになる 17（94.4）
休み時間や帰りなど、飼育小屋の近
くに行くようになる
13（72.2）
飼育小屋にいる動物以外にも興味を
持つようになる
10（55.6）
動物について自分で何か調べるよう
になる
10（55.6）
動物の鳴き声や食べるものに興味を
持つようになる
7（38.9）
動物だけでなく、動植物全般に興味
を持つようになる
7（38.9）
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（３）児童へのアンケート調査
①授業での取り組み
　「飼育小屋を使った授業を受けたことがあ
るか」という質問に対し、「はい」と答えた児
童 は216人（60.2 ％） で あ り、 ４ 年 生93人
（68.9％）、５年生65人（57.5％）、６年生58人
（52.3％）であった。このことから、飼育小
屋を利用した授業を受けた記憶がある児童は
全体で60％を超えているが、学年が上がるほ
ど低くなった（表５）。次に、「飼育小屋を使っ
た授業の教科」を聞いたところ、「生活科」が
143人（66.2％）と最も多く、「図画工作」69
人（31.9％）、「理科」60人（27.8％）と続いた
（表６）。このことから、複数の教科に渡って
飼育小屋の動物を用いて授業を行い、子ども
たちの興味・関心を引き出そうとする教員が
いることがわかった。しかし、田中・立川４）
が指摘するように、教員の飼育動物に関する
知識不足から、授業等で飼育小屋を用いてい
ない教員も少なからずいることが窺える。動
物に触れたり観察したり積極的に飼育小屋を
活用する学級と、全く触れたことがない学級
の３段階で回答を求めた。その結果、「ある」
13人（72.2％）、「どちらともいえない」１人
（5.5％）、「ない」５人（27.7％）であった（表
２）。前述の結果から、必要性や関心が無く
とも、利用し実践している教員がいると言え
る。なお、「ある」と答えた教員に具体的に教
育内容を聞いた結果、主に低学年の生活科に
おける触れ合い体験学習での活用が多く、そ
の他、国語科において、実際に見たものを文
章で説明する授業の際に利用されていた。ま
た、４年生の理科の授業内でウサギの観察を
行うため利用する教員がいた（表３）。
③飼育小屋を利用した教育効果
　飼育小屋を活用した教育により得られる教
育効果として、「動物を大切に思うようにな
る」と答えた教員が17人（94.4％）、「休み時
間や帰りなどに飼育小屋に行き触れ合うよう
になる」13人（72.2％）、「飼育小屋にいる動
物以外にも興味を持つようになる」10人
（55.5％）、「動物について自分で何か調べるよ
うになる」10人（55.5％）となり、それぞれ
半数以上の教員が効果を感じていることがわ
かった（表４）。つまり、飼育小屋の動物に
ふれ合いながら学習することは、単に飼育小
屋の動物のみならず動物全般に対する興味関
心を高め、愛護意識を高めることにつながる
と多くの教員が考えていることがわかった。
表５　授業での取り組み
表６　具体的な飼育小屋を使った授業
授業での取り組み
回答数（％）
全体 ４年 ５年 ６年
飼育小屋を使った授業を受けたことが
あるか
216（60.2） 93（68.9） 65（57.5） 58（52.3）
飼育小屋を使った授業
（上位３教科）
回答数（％）
生活 143（66.2）
図画工作 69（31.9）
理科 60（27.8）
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の教科が中心であった。つまり、低学年時の
授業以外で飼育小屋の動物に触れる機会はあ
まりないものと考えられる。
③「飼育小屋」からのイメージ
　飼育小屋に対して児童が持つ意識を把握す
るため、「飼育小屋」という言葉から浮かぶイ
メージを尋ねた。その結果、４年生は、「かわ
いい」という言葉が最も多く73人（54.1％）
であり、次に「臭い」52人（38.5％）、「動物
がいる」37人（27.4％）であった。５年生では、
４年生と同じく最も多く上がった言葉は「か
わいい」60人（44.4％）であり、次に「臭い」
55人（40.7％）、「動物がいる」41人（30.4％）
であった。６年生では、「臭い」が56人（50.5％）
と最も多く、次に「かわいい」50人（45.0％）、
「動物がいる」38人（34.2％）であった（表８）。
このことから、いずれの学年も上位３項目は
とでは、動物に対して児童が抱く感情にも差
異が生じるものと推測される。
②飼育小屋に行った経験
　「小学校入学からここまで、飼育小屋で動
物と触れ合ったことはあるか」という質問に
対し、「はい」と答えた４年生は94人（69.6％）、
５年生75人（66.4％）、６年生80人（72.1％）
であり、合わせて249人（69.4％）となった（表
７）。このことから、多くの児童は飼育小屋
の存在を知り、動物と触れ合った経験がある
と考えられる。しかし、「今年の４月からここ
まで、飼育小屋で動物と触れ合ったことがあ
るか」との問いに対しては、「はい」と答えた
４年生は28人（20.7％）、５年生44人（38.9％）、
６年生28人（25.2％）であり、合わせて100
人（27.9％）であった。前述のように授業で
飼育小屋を使っていたのは生活科など低学年
表７　飼育小屋に行った経験
表８　飼育小屋からのイメージ
飼育小屋に行った経験
回答数（％）
全体 ４年 ５年 ６年
小学校入学からここまで、飼育小屋
で動物と触れ合ったことはあるか
249（69.4） 94（69.6） 75（66.4） 80（72.1）
今年の４月からここまで、飼育小屋
で動物と触れ合ったことがあるか
100（27.9） 28（20.7） 44（38.9） 28（25.2）
４年 ５年 ６年
イメージ
回答数 
（％）
イメージ
回答数 
（％）
イメージ
回答数 
（％）
かわいい 73（54.1） かわいい 60（53.1） 臭い 56（50.5）
臭い 52（38.5） 臭い 55（48.7） かわいい 50（45.0）
動物がいる 37（27.4） 動物がいる 41（36.3） 動物がいる 38（34.2）
楽しい 10（7.4） 汚い 11（9.7） 汚い 22（19.8）
家で飼いたい 5（3.7） 掃除が大変 11（9.7） 楽しい 15（13.5）
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える。
　現在、理科では第４学年においてヒトの体
のようすを動物と比較する際、飼育小屋の動
物が活用されることがある。しかし、現行の
学習指導要領において、第５、６学年での飼
育小屋活用の可能性を見出すことは難しい。
したがって、第５学年での「動物の誕生」に
おいて魚とヒトのみならず飼育小屋で飼って
いるような動物も対象としたり、第６学年で
の「体のつくりと働き」ではヒトの体の内部
と飼育小屋で飼っている動物の体内の様子を
比較するなどの内容を取り入れたりして飼育
小屋に対する児童の意識を高め、その存在意
義を示していく必要があると考える。
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一致しておりイメージはあまり変わらないこ
とがわかった。しかし、学年が上がるにつれ
て「臭い」や「汚い」といったマイナスイメー
ジをもつ児童が増える傾向があった。
４．おわりに
　教員の多くは飼育小屋を活用していたが、
飼育小屋を利用した教育の必要性を感じ、関
心をもっているのは半数程度であった。児童
が動物と関わるうえで大切なことは、動物を
大切にする気持ち、他のものを思いやる気持
ちであると考える。この動物愛護の気持ちは、
動物だけではなく日常生活における友達との
かかわり方にもつながると考えられる。そう
したことから考えると、指導的立場にある教
員は活用するに当たりその必要性を認識した
上で活用する必要があると考える。しかし、
調査結果から、飼育小屋の必要性を認識せず
に生活や理科などの授業実践をする教員は少
なくはないことがわかった。したがって、そ
の必要性や利用方法などを把握するための教
員研修等を充実させていく必要があると考え
られる。
　小学校に入学してから飼育小屋に行ったこ
とがないと答える児童も少なくなく、クラス
によって差があることが窺えた。担任教員に
よって差が生じることなく、飼育小屋が有効
活用されることが望まれる。現在、飼育小屋
は理科や図画工作での利用が見られるが、生
活を主として低学年での利用が中心となって
いる。飼育小屋に対する児童の学年進行によ
るイメージの変化を考えると、低学年からの
有効活用が望ましいと考えられる。しかし、
高学年での活用の激減とイメージの現状を考
えると、高学年で実践可能な学習内容の開発
等を行い、活用を促す方法の検討も必要と考
